




その他のタイトル Investigation of quarkonium production



























 Production mechanisms of heavy quarkonia in high-energy hadron-hadron collisions 
have been studied. Data obtained with the CDF experiment at the Tevatron 
proton-antiproton collider at Fermilab, and the ATLAS experiment at the Large Hadron 
Collider at CERN, are analyzed to study the production properties of J/psi and Upsilon 
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ウム J/psi および psi(2S)の直接生成は，米国
フェルミ国立加速器研究所の陽子・反陽子衝
突実験 CDF において，1990 年代に理論予言
のおよそ 50 倍の生成断面積が観測され，
"CDF J/psi anomaly"と呼ばれていた。 
 この理論予言と実験値の違いを説明する
ために，種々の試みがなされた。たとえば，
従来の理論である color singlet modelに対し，




研究期間：2010 ～ 2012  
課題番号：２２５４０３０５ 
研究課題名（和文） ハドロン衝突におけるクォークオニウム生成機構の解明 
                     
研究課題名（英文） Investigation of quarkonium production mechanisms 
 in hadron-hadron collisions 
研究代表者 
受川 史彦 （UKEGAWA FUMIHIKO） 






































ロン加速器を用いて 2011 年 9 月まで遂行さ
れた陽子・反陽子衝突実験 CDF と，欧州 CERN
研究所で 2009 年より本格稼働した陽子・陽
子衝突実験 ATLAS を用いて行う。 
 CDF 実験は，重心系エネルギー1.96 TeV の
陽子・反陽子衝突反応を観測し，最終的に積
分輝度10 fb-1相当のデータを取得した（図1）。 
 ATLAS 実験は重心系エネルギー7 TeV およ
















壊が用いられた。Upsilon の 1S，2S，3S 状態
が明確に分離されているのが分る。用いられ
たデータは 6.7 fb-1相当であり，信号の事象






図 5：ATLAS 実験で再構成された J/psi
粒子の信号。
































低運動領域（およそ 10 GeV/c 以下）では，
おおむね 10%である。ここで B 粒子の寄与以
外の部分を prompt 成分と呼ぶ。Prompt 成分
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